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減税基金条例減税基金条例 可決可決

「当面は一定の貯金を目指し、その後、安定的な減税を実施していく」

という今回の減税基金条例の考え方は、受益と負担の世代間格差（１９６０年生まれ

以降、社会保障等の面で受益よりも負担の方が大きくなります）も考慮に入れると、妥

当な政策と私は判断します。

全国初となる、「将来の減税を目的とした基金」の設置が可決されました。

１

①条例案修正・・・基本方針の策定・変更にあたり、第三者機関である「減税基金委員会」に意見を

求めるよう、修正を行いました。

②付帯決議・・・行政サービスの低下を招かないことや、一定期間毎に検証を行うこと等を、今後の

留意点として決議しました。

目的

z区民税の恒久的な減税に必要な財源の確保

z大規模災害への備え

基本方針

恒久的減税の実施時期、減税の規模、基金積

立ての方針は、区長が「基本方針」を定める

基金管理方針

基金の管理の原則、運用の目標等は、区長が「

基金管理方針」を定める

積立額

毎年度の積立額は、基本方針に基づき、当該年

度の予算で定める

当面の基本方針

�減税の実施時期：１０年後

�減税の規模：１０％

�基金積立ての方針：概ね予算の１割

（ただし、借金の返済分等を減額）

減税基金委員会

基本方針／基金管理方針の策定・変更にあたっ

ては、学識経験者等で構成する「減税基金委員

会」が区長に意見を述べる

基金管理監

基金の管理や処分を技術的に支援する基金管

理監を設置

条例の概要

条例可決にあたっての議会の対応



代表質問（１）

２月１３日（土）、平成２２年度予算編成方針に対し、代表質

問を行いました。

以下は、主な質問と、区長／教育長による答弁です。
*代表質問及び答弁の全文は、区議会公式HPに掲載されています。

また、インターネット録画中継も、区議会公式HPでご覧になることができ

ます。

岩田の質問 区長／教育長の答弁

地域医療体制の充実に向け、専門家による検

討委員会が報告書（素案）をまとめた。区の今

後の取組みは。

専門的機能の充実、救急対応力の強化、高齢

者医療の充実等の必要性が指摘された。今後、

最終報告を踏まえ、区として取組むべき方策の

具体的な検討を進めていく。

地域医療

予防医療に対する区の認

識及び今後の方向性は。

区民の安全・安心を一層強固なものにするため

には、予防医療の充実が欠かせない。検診の充

実やワクチン接種の助成等、命と健康を支える

施策に積極的に取組んでいく。

教育

子供読書活動推進計画（案）は意欲的な目標

が掲げられており、今後の取組みに期待してい

る。子供にとっての読書の意義をどう考えてい

るのか。

本を読むことで、子供は考える習慣

や豊かな感性を身につける。自らを

高め、人として成長していく上で欠く

ことのできないものである。

まちづくり

都市計画高井戸公園

の整備にどう取組んで

いくのか。

まちづくり百年の計を図る上で重要な課題であ

る。当面はＮＨＫ富士見ヶ丘旧運動場の借受け

期間の延長等を進めながら、都が優先整備区

域に位置づけるよう協議を進めていきたい。

国の総合経済対策として、生活支援策（公的貸

付・給付制度）が整備された。今後に向けた課

題は何か。

生活支援

受付窓口が複数にわかれている。実施主体を

ハローワークに一本化し、制度が一層機能する

よう国に働きかけていく。

検討会の報告書には、私が二年前の代表質問で指摘した「在宅医療・介護の総合相談窓口」

の必要性についても言及されています。安心して地域で暮らしていくことができるよう、早急な

設置が望まれます。

２



昨年秋から始まった、長寿応援ポイント

制度。集めたポイントの商品券への交

換が、今年４月から始まります。

交換場所は、「区役所窓口」もしくは「ゆ

うゆう館窓口」。ゆうゆう館窓口での交

換の場合、商品券はその場での受け取

りではなく、後日郵送

されます。こうした点に

混乱が生じないよう、

留意点等を質問・

要望しました。

代表質問（２）

岩田の質問 区長／教育長の答弁

家庭ごみの戸別収集及び有料化については、

どのように判断しているのか。

ごみ政策

これまで様々な観点から検討

してきた。引き続き政策上の

重要課題として検討していく。

郷土博物館の今

後の方向性は。

郷土博物館

区民の生涯学習の拠点としてより一層の活性化

を図るため、地域のＮＰＯ団体との協働による運

営体制等を視野に入れ、地域に密着した魅力あ

る博物館を目指していく。

昨年六月、公文書管理法が制定された。杉並

区として今後どう対応するのか。

公文書管理

公文書の保管場所の確保を含め、法の趣旨に

則った文書管理のあり方について研究していき

たい。

前頁の続きです。

予算特別委員会

予算特別委員会では、主に以下について質問を行いました。

�新大宮前体育館

�バリアフリー協力店制度

�児童交通公園

�区民会館ホールの適正利用

�原付バイクナンバープレート

�予算における科目設定

�長寿応援ポイント

荻窪小学校の移転跡地に

計画されている、新大宮前体育館の移転改築計画。

既に小学校の解体は完了しており、新施設の設計も終わ

っています。

当初予定では今年夏から建設工事が行われ、平成２４年

夏には完成の予定でしたが、国からの「まちづくり交付金」

の手続きに時間がかかること等から、建設着工が遅れる

こととなりました。

期待される新施設ですので、早期着工に向け、引き続き

意を尽くすよう質問・要望いたしました。

杉並区では、平成２０年度から「バリアフリー協力店制度」

を実施しています。

しかし、平成２２年１月末現在で、登録店舗数は１６６店。

残念ながら、非常に少ないと感じます。

店舗の構造上、設備面でバリアフリー対応が出来なくとも、

お客様への対応・心構えさえあれば登録できます。

「温かい商店街」づくりのためにも積極的な登録呼びかけ

を区に要請しました。
３
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ゲストティーチャー

区政や岩田いくまに対する質問・ご意

見・ご要望をおきかせください。

お名前：

ご住所：

TEL： FAX：

E-Mail：

質問・ご意見・ご要望：

FAX：０３-３２４７-８６６０
E-Mail：ikuma@gakushikai.jp

＜キリトリ＞線 ＜キリトリ＞線

区政に関する
意見交換会
開催 （入場無料）

意見交換会の内容

� 平成２２年度杉並区予算の概要

� 減税基金条例

z 第４１回 ４月２５日（日） １４：００～１５：３０

久我山会館（久我山3-23-20） 第一・第二集会室

z 第４２回 ４月２８日（水） １９：００～２０：３０

高井戸地域区民センター（高井戸東3-7-5） 第四・第五集会室

9 平成２２年度の杉並区予算について、概要をご説明します。

9 減税基金条例について、正確に皆様にご紹介します。

9 それらを踏まえ、今後杉並区に必要な施策について、皆様と意

見交換をしたいと考えております。

ぜひご参加
ください。

今年も、小学校の運動会の練習に、ゲストティー

チャーとして参加しました（３・４年生対象）。

子ども・子育てメッセ

３月１４日（日）、セシオン杉並にて「子ども・子育

てメッセ」が開催されました。

４日間で７授業分でしたが、非常

に充実した時間でした。

そして、年末には、子供達からお

礼のお手紙をいただきました。

本当に嬉しい限りです。

来年以降も、お手伝いできる限

り、参加したいと思います。

（右の写真が、手紙集の表紙です）

イベントの一環として、日頃踊り

を教えている子供達と一緒に、

ホールのステージで踊りを楽し

みました。

我が子の成長とともに、他の子

の成長も楽しめるこうした機会に

は、今後も積極的にかかわって

いきたいと思います。


